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福岡県糟屋郡新宮町緑ケ浜地区にハンプを設置しました
か す や し ん ぐ う ま ちみどり が は ま

～生活道路の安全対策に向けて～

福岡県糟屋郡新宮町緑ケ浜地区における生活道路の安全対策に向け
か す や し ん ぐ う ま ち みどり が は ま

て、「可搬型ハンプ」を設置し、その効果や周辺環境への影響を把握するた

めに実証実験を実施し、検証を行ったところ、速度減少効果が確認されたの

で、今回、恒久対策としてハンプを設置しましたのでお知らせします。

新宮町では、平成２７年９月に「新宮町通学路交通安全プログラム」を策定し、通学路

における危険な箇所の点検と対策を行ってきたところです。今回、対策を実施した緑ケ浜

地区は、国道４９５号の混雑を避けようと、通学路となっている生活道路に自動車が通過

している状況でした。

平成２８年度に、国土交通省が保有するＥＴＣ2.0プローブデータを活用して、ヒヤリ・

ハット（急減速）発生箇所や通過車両の速度分析を行い、関係者（PTA、警察、道路管理者

等）による通学路合同点検、通学路安全推進会議において対策案を検討し、可搬型ハンプ

による実証実験を実施しました。実験の結果、通過車両の速度抑制効果が期待できること

が確認できました。

実験結果を踏まえ、平成３０年３月２３日に恒久的なハンプを設置しました。

このハンプ設置により、緑ケ浜地区の生活道路における安全性が高まることが期待されます。

【問い合わせ先】
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■新宮町緑ヶ浜地区の⽣活道路対策

出典：国土地理院図（電子国土 2007撮影）
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■新宮町緑ヶ浜地区の⽣活道路対策

２）ETC2.0プローブデータを用いた分析結果
【ヒヤリ・ハット（急減速）発⽣箇所】 【地区内⾛⾏⾞両の⾛⾏速度】

住宅地内の生活道路を
30km/h以上で走行する

危険車両が存在
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■新宮町緑ヶ浜地区の⽣活道路対策

３）関係者（PTA、警察、道路管理者等）による通学路合同点検（H28年6月11日実施）

▲通学路合同点検の状況

◇⽣活道路対策の流れ
対策案の検討
通学路点検・通学路会議

ビッグデータを活用した
潜在的な危険箇所の特定

実証実験・
効果の検証 恒久対策の実施



■新宮町緑ヶ浜地区の⽣活道路対策
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４）実証実験（可搬型ハンプ設置）の実施（H28年10月24日〜12月6日）

◇⽣活道路対策の流れ
対策案の検討
通学路点検・通学路会議

ビッグデータを活用した
潜在的な危険箇所の特定

実証実験・
効果の検証

恒久対策の実施



■新宮町緑ヶ浜地区の⽣活道路対策

５）効果の検証：可搬型ハンプ設置後、調査区間での30km/h超過⾞両は１〜２割減少

◇⽣活道路対策の流れ
対策案の検討
通学路点検・通学路会議

ビッグデータを活用した
潜在的な危険箇所の特定

実証実験・
効果の検証

恒久対策の実施
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■新宮町緑ヶ浜地区の⽣活道路対策

６）恒久対策の実施（ハンプ設置）

○対象路線の交差点部のハンプを設置（H30年3月23日完成）

◇⽣活道路対策の流れ
対策案の検討
通学路点検・通学路会議

ビッグデータを活用した
潜在的な危険箇所の特定

実証実験・
効果の検証

恒久対策の実施
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